





期間：2014 年 8 月 21 日～ 9 月 1 日
今回の出張はジャカルタのみであるが，二つの目的があった。一つは，研究してい
るイスラーム団体，ナフダトゥル・ウラマー（NU）の全国協議（Musyawara Nasi-
onal, Munas）を見学すること，2 番目には，国立図書館で 1920 ～ 30 年代の定期刊
行物を閲覧することであった。
NU の Munas は不定期に開催され，ウラマー（宗教学者）たちの法学討議が行わ
れる。そこで煮詰まった議論を来年開催される予定の全国大会（Muktamar）でさら
に討議を重ねることになるが，実質的な議論はこの Munas で行われる。全国からウ
ラマーが大勢集まるかなりの規模の集会である。この Munas は当初 5 月半ばに予定
されていたが，6 月上旬に延期され，さらに 8 月 22 ～ 24 日に延期された。その情報
を 6 月に得て，筆者はすでに予約していた航空券をその日程に合わせて買い直した。
出発直前に再び 30 ～ 31 日に延期になったが，まだ出張期間であり，変更になった会
場もジャカルタ近郊であったことから見学可能と判断して，そのまま出発した。大会

























ところが，25 日に Munas の会場が変更になるとの未確認情報が入ったあと，さら
には 11 月上旬に延期するとの発表があった。東部ジャワから総裁（代行）がジャカ
ルタまで来て決定したようだった。Munas のコーディネーターに言わせると，余計
な憶測を避けるために，10 月 20 日の大統領就任までは避けるとのことであった。こ
こまで厄介なのかとも思ったが，この Munas の会場となったポンドク・プサントレ

































れるようになるのは 20 年代末である。30 年代後半にはアフマディヤ批判の記事は別
のムハマディヤ系雑誌に多く見たが，このような歴史をムハマディヤの人はどう見て
いるのだろうか。イスラーム系定期刊行物は 20 ～ 30 年代のインドネシア・ムスリム
の動向を知るうえでは貴重であるが，今までほとんど使用されてこなかった。
また，Bintang Islam も製本はされているが，慎重に扱わないとすぐ破れる保存状
態で，今のうちに手を打たないとそのうち読めなくなるのではと危惧した。しかし，
中には日本の和紙を使って，保存作業がなされた巻もあった。日本が文化貢献するの
であれば，このような地味な分野ではないだろうかと強く思った次第である。
